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社会の変化に寄り添う庁舎

越谷市役所本庁舎　完成
越谷市長
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越谷宿の記憶をつなぐ木格子をモチーフとした水郷テラス

■工　事　名　称：越谷市役所新庁舎建設工事
■工　事　場　所：埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目２番１号
■建　築　主：越谷市
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造、基礎免震
■階　　　数：地上８階
■設計・監理：梓設計・越谷建築設計監理事業協同組合設計共同体
■建　築　工　事：清水・元・豊田特定建設工事共同企業体
■電　気　設　備：八洲・昭電特定建設工事共同企業体
■機　械　設　備：太平・ナカノヤ・豊田特定建設工事共同企業体
■工　　　期：年３月日～年２月日（新本庁舎）

無天井化されたワンルームの執務空間 葛西用水ウッドデッキと連続する水郷テラス
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　現在の本庁舎は、（昭和）年の建設以来、年
の長きにわたり、市民の皆さまにご利用いただいてまい
りました。

　近年、東日本大震災や熊本地震など、年に１度と
も言われる大地震が多く発生しています。そのような中、
老朽化が進み、耐震性が極めて低い本庁舎に、私は強い
危機感を持っておりました。新庁舎を建設するにあたり
ましては、災害発生時の防災拠点としての視点を重視し、
市民の皆さまや本庁舎整備審議会の委員の皆さまなどか
ら多くのご意見をいただきながら、（平成）年か
ら６年にわたり、新本庁舎の整備に向けた準備を進めて
まいりました。そして、（平成）年３月から工事
に着手し、約２年の歳月をかけ、このたび、新本庁舎の
完成を迎えることができました。
　新たに完成したこの新本庁舎で、市民の皆さまの安全
で安心な暮らしを支えるため、職員一丸となり市民サー
ビスの向上に全力を傾注してまいります。
　今後も、現本庁舎の解体や、新本庁舎と第二庁舎をつ
なぐ（仮称）市民協働ゾーンの建設、および外周道路の
整備を進め、（令和５）年度にすべての工事が完成
できるよう、引き続き取り組んでまいります。
　本庁舎整備事業完了の暁には、この市役所が名実とも
に越谷市のシンボルとして、また、市民サービスやまち
づくり、防災並びに文化とコミュニティの拠点として、
機能するよう一層努力してまいります。

　越谷市新庁舎計画は、三つの棟で構成されている既存
庁舎のうち旧本庁舎の建て替えを行うことにより、市役
所機能の充実と市民協働の場を整備する計画で、新本庁
舎（年２月竣工）および市民協働ゾーンを段階的に
整備していくものです。
　市の基本理念を踏まえた『人・環境・歴史・安心をつ
なぐ庁舎』を設計コンセプトとし、市民と共に成長し、
さまざまな社会のニーズや変化に寄り添う庁舎を目指し
ました。

　敷地は、元荒川の広がりのある水辺空間や葛西用水ウ
ッドデッキの藤棚など、豊かな周辺環境に恵まれており、
その空間を「水郷テラス」により庁舎へ連続させ、市民
の新たな憩いの場としました。水郷テラスに面して、越
谷宿の記憶をつなぐ場として、宿場町の特徴である木格
子と接客空間である「みせの間」をデザイン要素として
取り込み、打ち合わせや市民の待合空間としました。
　「市民協働ゾーン」は、庁舎全体のメインエントラン
スホールとして位置するとともに、来庁者や職員、観光
客との交流、市民のさまざまな活動をサポートする場と
して機能します。元荒川側に開かれた２層吹き抜けのエ
ントランスホールは、新庁舎から連続する「水郷テラス」
と一体となり、周辺とつながる回遊動線を形成します。
　環境や防災面では、エコウォールによる免震ピット空
気の空調利用、免震構造の採用やインフラの多重化、執
務室の無天井化など、市の防災拠点として十分な機能を
確保しています。

株式会社　梓設計

議場にも木格子のデザインを取り入れ、越谷らしさを創出

撮影：エスエス／走出　直道


